
 
 

 

  

第 12 回札内川懇談会は、令和 2年 3月 5 日（水）に開催予定でしたが、新型コロナウィルス感染拡大防止

の観点から、開催はとりやめとなりました。 

懇談会メンバーに第 12 回札内川懇談会資料を配布し、意見を聴取しました。 

 

出席予定者（敬称略）  

氏名 所属等 
石垣 章 十勝川の生態系再生実行委員会 
石原 由美子 アトリエゆふ 
鏡  坦 帯広ウチダザリガニ・バスターズ 
関川 三男 帯広川伏古地区子どもの水辺協議会 
高倉 裕一 川と河畔林を考える会 
森田 泰成 帯広市教育委員会 学校教育部学校教育指導室  
橋本 雄大 帯広商工会議所  
坂口 惣一郎 幕別町商工会 事務局長 
桑田 尚行  中札内村商工会 事務局長 
桑村 貴志 帯広開発建設部 治水課長 
門別 一二三 帯広開発建設部 帯広河川事務所長 
角田 真一 帯広開発建設部 帯広河川事務所札内川ダム管理支所長 

 
  

第 12 回 札内川懇談会について 



■懇談会メンバーからの意見 
 
＜クリーンウォーク in 札内川について＞ 
・令和 2 年度からクリーンウォークに実行委員会に参加することは、札内川の環境保全により貢献する

ことにつながると思う。 
 
＜ヤナギ天地返しについて＞ 
・ヤナギの天地返しをすることで枝や根を出して成長しているヤナギを枯死させることができるとわか

ったが、実際に流木から枝を出しているヤナギを人力天地返しするには限界があるので、効率的な方法

を考えることが必要。 
 
＜流木堆積場調査＞ 
・昨年は非常に珍しい昆虫が発見され、個人的にはとても興味がある。 
 
＜札内川ツアーについて＞ 
・十勝管内だけではなく、全国に向けて広報を行う必要があるのではないか。特にダム関連ツアーにつ

いては全国にダムマニアがいるので、ダムマニアに向けて情報発信ができると良い。どうすれば全国か

ら集客できるのか方法を探る必要がある。 
・春にスプリングエフェメラルと呼ばれる野草の花を楽しむようなツアーや、秋にヤマブドウやコク

ワ、チョウセンゴミシ等の木の実を楽しむようなツアーがあっても良い。 
・子供を対象としたヤマメ釣り大会のようなものも面白い。 
・天塩川や旭山動物園でピンバッジや缶バッジを作成しているので、札内川の知名度を上げるために札

内川のピンバッジを作成し、道の駅等で販売してはどうか。 
・冬期に札内川ダムの湖面でトレッキングをやってみても面白いのではないか。 
 
 


